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松竹寛山 平林寺老大師
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十三夜飾り

この夏の厳しい暑さを乗り越えた園庭の植栽。このたび、剪

定、草刈りを終え、すっきりいたしました。今まで草木に隠れ

ていたものも、見えるようになりました。

今回ご紹介するのは、シュロです。シュロはヤシ科のシュロ

属で、幹は円柱形で暗褐色の繊維に覆われて

います。庭や公園などで多く見かけます。

さて、そのシュロの葉を活用して昔はハエ

叩きやカゴを作ったり、樹皮を利用してホウ 歴民の試作品

キやタワシを作っていたようです。

「おばあちゃんが作っていたなぁ」といったお声をいただきながら、歴

民では、その道具の再現を試みました。

シュロはその他にも、お寺の撞木（鐘突き棒）として幹が使われている
しゅもく

ところもあるようです。身近にあるシュロですが、幹を葉も樹皮も活用で

シュロの木 きる万能な木だったのですね。

旧暦の 8 月 15 日の夜に「十五夜」のお月見をしますが、

その後の旧暦の 9 月 13 日の夜にも「十三夜」のお月見をする

ことをご存じですか。

昔は、十五夜をやって十三夜をやらないのは「片月見」と

いって縁起が悪いものとされていました。

今年は 10 月 21 日（日曜日）が十三夜の日となりました。

安定しない天気が続いていましたが、この日は晴れ、「十三夜

に曇りなし」といわれているとおりの天気となりました。

歴史民俗資料館では、十三夜飾りに、ダンゴを 13 個作り、

作物やススキと一緒に

供えました。

夜 6 時からは市民ボ

ランティアの方々のご

協力により、月にまつ

わる話を聞きながらの

「お月見呈茶」を開催

しました。

会場はあふれるほど

の盛況でした。
月の話を聞きながら

きれいに月が見えました

夏休みに小学生を対象として開催し、大変好評をいただいた「歴

民ドキ土器教室」。「大人も作りたい!」との声にお応えして、来年の
干支「猪」の土偶を作る親子講座を企画したところ、受付初日に定

員となりました。今後も様々な講座を企画してまいりますので、市

広報でご確認ください。


